【非常事態宣言】民主が大苦戦！日本が危ない！
～必死でたたかい抜き、必ず勝利せよ！～
                                          　　 ２０１２年１２月６日
                       　　　　　　　日本労働組合総連合会北海道連合会　　　　                             　　　　　　会　長　工　藤　和　男
　公示直後の全国の選挙戦序盤情勢は、民主が大苦戦し、自民が単独過半数を超す勢い、一方で維新の会など第３極は比例で民主と肩を並べる勢いとなっている。このままでは民主が危ない、日本が危ない。
　道内の情勢も、全国同様に民主が大苦戦。自民が自民支持者の８割以上固めているのに対し、民主は６割程度しか固めていないのがその大きな要因となっている。
　組合員は、家族・親戚・友人・知人などを、早急に固めることが必要だ。
これをやりきれば、勝利は見えてくる。
　一方、無党派層の５割以上は、まだ投票先を決めていない。
自民党に単独過半数をとらせたら、日本は憲法改正・国防軍、弱肉強食など、右傾化と市場原理主義・新自由主義が更に強まり、格差と貧困社会をもたらしとても危ない国になる。
自民の暴走を止められるのは民主党しかいない。
組合員は街頭や口コミ等で、そのことを強く訴えていく必要がある。
　投票日まで、残すところ９日間。勝負はまさにこれからだ。全員が一丸となって必死でたたかい抜き、必ず勝利しよう。
【緊急要請】
１．産別は、単組に対して職場集会を開催し、組織固めと投票行動を徹底させること。また、退職者組織・家族会にも働きかけること。
２．産別は、関係単組と連携し、組織内議員に対して後援会会員への支援を電話等で要請すること。
３．単組は職場集会を開催し、れんごうマンスリー・投票に行こうチラシを活用し、組織固めと投票行動を徹底すること。また、今週の土日を活用して期日前投票を徹底すること。
４．組合員は、家族・親戚・友人・知人などに口コミ・電話等で支持の徹底と拡大を図ること。
以　上
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